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    食品残渣からメタンを生成させ、電気や熱へ有効活用！ 
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概  要 

 

メタン発酵により、水分量が多い食品残渣などの廃棄物から、主にメタンか

らなるバイオガスを生成させ、発電や熱源に有効活用することで、循環型社会

の形成や化石燃料の使用量削減が期待できる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

メタン発酵は、食品残渣などの廃棄物を大量に処理すると同時に、発生する

メタンをエネルギー源として再資源化できる利点を有している。 

【実績】食品残渣を使用することで生成したバイオガスの分析評価（図１）や、

メタン発酵前後における消化液の CODCr 分析による発生メタン量の推定（図

２）などに関する検討を実施した。 

本技術の 

有用性 

廃棄物からエネルギー源を回収でき、廃棄にかかるコスト削減や発電による

収益などが期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

    

図 1 バイオガス濃度の経時変化例  図２ CODCr分析結果例 

適用可能製品 
食品残渣などを使用したメタン発酵によるバイオガス発電 
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